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吸着学会の一層の発展を願って

日本吸着学会会長 鈴 木 基之

固体表面と気体、液体など流体の接触面において、

流体中の特定成分が濃縮される現象、簡単に言えば吸

着の主たる定義はこんなものと Jえるであろう 。吸哲

学会も吸着に関心を持つ}j々 がそこに引き付けられ、

漉縞された情報を交換し、新しいアイデアを産み出し、

専門家としての能力に基づいて極々の機能を発揮し、

その成果を発侍するために提供されている、いわば吸

着*，Jなのであるe筆者の好みとしては、そこには多機

な吸おサイトが準備され、多十換な分子が入り乱れる喝

であり、適度な温度で活発な運動が見られることが望

ましいa

吸，(1学会は、昨年10尉ij:を~会におし・て祝い、 11 月

には国際水質学会との共他で f水環境における岐芯J

の凶際シンポジウムが和歌山県内採で開催され、 5H 

には千焼大学の金子克~教授の力で、木吏誌において

「環太平洋i吸着ワークショ yプJ、中国の広州|において

「日中米吸着会議Jが開{置された 明年i立、われわれの

吸着学会の発生のきっかけともなった「国際吸着基礎

会提Jの第6聞の会議(FOA6 Iがフランスの地中海沿

t{マルセイユ郊外のジアンスにおいて開催が予定され

ており、日本からの参加、寄与も大いに期待されてい

る。また、その次の会議はアシアJ1l!.織で開催される F

定であり、この踊でも設が0&在学会への期待lま大きし h 

ものがあろう。

同際吸着学会(lnternationalAdsorption Society) 

は都 4回の吸着会議が京都で11われたときに設立され、

米怯|に事務局をおいて活動を始めてから 6年目を迎え

るが、この間学会の論文高 rAdsorpLionJが発刊さ

れ、佐々の苦労を重ねつつも緋枕されている。 この論

文誌を吸者に閲する先端的冊究の発ぷの場として擁立

されたものとしていくことは抜々の武務である。今刷、

主編集者(Editor-in-ChieOの ](entKnaebel博 J:
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(先オハイオ州立大学教俊、現 AdsorpLionResearch 

ln<:.社長)に加え、地純判‘tiのEditorを加えるこ ととな

り、ヨーロ JパにおいてはGinoBaron教授 (プラッ

セル、 Vrije火学)、アメリカからはShi、ajjSircart.l}: 

L (Air Products and Chemicals 社)、 Eduard

GlanUl教授(Pennsylv引 1ia大学)、我が問から点以大

学生産技術冊究所の;ifl!lll;c~助教授がお手伝いするこ

ととなった。是非稿係的にこの学会誌を論文発表の場

として ζ利用:債きたいと願っている

今回、日本の吸詩学会の会長をお引き受けすること

となったこの折に、 i倣ufilJとしての学会の機能が ー府

高まるように~~月待し、史 l ・1.ll-l'rJ;家集問としての学会が

その役割を果たすための情報捻臼機能をますます高め

るべく微力を尽くすよとがtl¥来れば、と頼っておりま

す。学会の事:務局を引き受けていただいた豊橋技術科

学大学の松本明彦助教J費、このAdsorptionNewsの

憶を引き受けていただいた熊本大学広瀬教授、児玉

先生ともども、会U諸氏のこ支媛をお願いする次第で

ある。

鈴木基之 東京大学生郎技術研究所所長 工学博士

略肢 1941年 2月711 tやまれ

1968年3月 東京大学工学系大学院

化学 L学専門課程博士諌程修了

1968年4月 成長{大学1:学徳助手

1969年8月 東京大乍't姥技術研究所講師

1973年2月 以応大学生産技術研究所助教授

]984年9月 以点大rf:tf~斑技術研究所教授

1995年4月~ 現職

ロ本吸着学会会長、(初日本水環境学会会長



日本吸着学会 ・日本イオン交換学会連合年会

第11回日本吸着学会研究発表会・

第13回日本イオン交換研究発表会のお知らせ

r 21世紀の界面現象」

主 催 日本吸着学会 ・日本イオン交換学会

共 催 日本化学会

協 賛 化学工学会、環境科学会、高分子学会、

資源素材学会、ゼオライト研究会、電気

化学会、日本海水学会、日本原子力学会、

日本生物工学会、円本分析化学学会、日

本膜学会、日本梨学会、日本溶媒抽出学

会、無機マテ リアJレ学会

日 時平成9年10月 1日偏--3日制

場所

山梨大学工学部 A2号甜

(〒400 甲府市武田4-3-11

TEL: 0552-52-1111(f¥J) 

共通テーマ

r21世紀の界面現象j

懇親会

10月2日{村 山梨大学内会費5，∞0円

講演申込締切

7封11日出

鵠演要旨締切

9月18ω) 

自摩滅申込者には、執筆要項を送付致します。講演

時聞は、円頭(12分、質凝3分)ポスタ ー(90分)の

予定で、口頭発表はOHPに限ります。

誠演申込方法

s5版用紙に(1)題自、所属、発表者(講演者にO印)
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(2)巾込者氏名 (3)申込者連絡先(所属部謀、所在地、

世話番号、 FAX番号) (4)100*程度の講演概要 (5) 

英文による題目、氏名、所以 (6}発表様式(口頭また

はポスター)、所属学会名を明£し、下記発表会事務

同宛に申込む。

参加資

本会会員、fJ則違学会会日 6，000円

学生 2，000円非会μ6，000円

(要旨集l部を含む。予約Q1込者は1，∞0円割引)

予約申込締切

平成9王手9月25日(村

(1)所属学協会名、 (2)氏名、 (3)勤務先名称、(4)連絡

先所在地、所属部謀、 m~5掛号、 FAX番号、電子

メーJレ番号、 (5)懇親会容力uの有無をお曾きうえ、

FAXまたは郵便で下記事務局宛にお送り下さb、。

申込先

O日本吸着学会 ・日本イオン交換学会連合年会係

〒4∞甲痢二市武田 4-3-11

山梨大学工学部化学生物 Eザ:科(鈴木 喬)

TEL : 0552-20-8558 FAX: 0552-20-8772 

参加賞支払方法

郵便振替加入者番号(∞220-3-61的)

加入者名 r21世紀の界而現象j年会係

(法人会員の方は参加者の個人名を明記して下さい。)



第 9回吸着シンポジウム犯おB

1. テ ー マ 「吸謂剤、吸着技術の新しい展開j

2.開催日及び開催場所

平成 9年8月21日{刻、2211幽

長崎大学仁学部大会，ag藍(長崎市文教町 1-14) 

(連絡先0958-47-111lt内)273A

工学部応1M化学科守岡助教授)

長崎大学工学部へのアクセス

I )長崎駅から赤迎行き電車に乗り、長崎大学

前下市徒歩5分(所要時間20分)r

2 )長崎空港より長崎市内行きリムジンにて昭

和町ドIT.(約50分)後、(.1:歩15分。

3.参加貨

*エヴ:部大会品中に8月21日{対午後 1時ま

でにお集まり下さい。

会 員 3，∞0門学や会員 L.500円

非会員 5.000円懇親会 6.000円

4.参加申込法

(1)氏名、 (2)会μ番号、 (3)述絡先の住所 ・電話番号 -

FAX番号、 (4)懇親会の参加/不参加、を記入して

E-mai l またはFaxでド11~までお送りください ホ

テル希望の}jはその行を別途E・mailまたは電話で

ごi主総下さい 20人程度を確保しておきますが、

満室となり次都締め切 らせていただきまサ ご f

承細いますa

参加申込締切 8月18日(月)

=宅菱電 r:業1総長崎研究所化学研究毛主査 泉願

連絡先;抵話0958-34-2113. FAX0958-34 -2165 

Email ;junizumi@ngs2.mhi.co.jp 

5.プログラム

8月21円休) L3:oo-15:00 

I )室温条件 下のメソポーラスシリケートの剥

製 {長大工学部寺岡助教授)

2) -般~!島(1 )本
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15 : 00 -17 : 00 

見学会;三菱重工業{揃長崎研究所

会場からパスで移動 します。

18: 00 懇親会

8月22日制 9 : 00-12 : 00 

3 )大表面積高機能炭素系吸着剤の製造とやJm
(九大機能研持回教持)

4 )メソポーラス同体酸物質の合成と機能

(JMl大工学部丹羽教授)

5 )一般募集(2)*

昼食

13: 00-15: 00 

6) 1政治式ヒートポンプの今後の展望

{京大生産研 迫田助教授)

7 )気#11吸着における熱と物質の同時移動過程

(1熊本大工学部広瀬教授)

* 会~1の皆様から k記テーマについて当日の話題の提

供を#集いたします。ご希望のえfは参加!Ii込先にご

連絡下さい。(締め切り 8月10m日))

6.ホテル

下記のホテルにつきましでは、参加，'，込先を泊

して予約されますと割引がございます (下記の金

額は割引後の価格です。満室となりましたら締め

切ります。お早めにお|ドし込み下さいJ

トレディアホテJレ出品 長崎市/1¥品 1-25 

(シングル￥6.4∞ または￥6.叩0)

TEL012()l-177780、0958-26-4176.FAX25-0081 

トレディアホテル中島 長崎市伊勢 2-29 

(シングJレ予6，400)

TEL0120-177780、0958-21一印60.FAX25-0630 

ホテルニュータンダ 長崎市常磐 2-24 

(シングJレY6，900 朝食付き )

TEし0958-27-6121.FAX26-1701 



研究ハイライト
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富山大学教育学部化学教室

Chemistry Section， Faculty of Education， 

Toyama Universitγ 

宮部寛志

Kanji M IYABE 

1.はじめに

吸着等温線は、吸着現象の基礎的解析や実装置の設

，!jなどを行う上で、最も耳Í~な基佑データの一つであ

り、その正確な測定と記述が求められる。液相吸着系

では通常、 i投着等温線は四分怯や流通法により測定さ

れる しかしこれらの庁法では、 i農度条件の異なる試

料溶液を用いる複数の繰り返し丈験が必要である m よ

り正確に吸右・等温線を測定するためには、より多くの

実験データが必要になり、吸42等温線の測定に多11:の

訳料を使用しなければならない ζのため、医薬品問

迎物質や生理活性物質など肉付加価値物質を吸着質と

して取り拙う場合には、少IIの試料をJT-Jいて簡便に吸

着等温線を制定できる簡劫測定訟の開発が求められる。

岐者等温線の簡易測定法として、いくつかの方法が

従米から報告されている その中で必も簡便な方法は、

平衡脱.{f法である。このJj法では、吸着剤からの吸お

質の脱者現象カ吸着予衡を~It持した状態で起きると仮

定し、脱者曲線の形状を解桁してi位打等温線を求める。

手術脱お法と同様にカラム内でのf-~il段着状態を似定

する )J法としては、クロマトグラフイ一分離の理~J.lモ

デルを利用してLangmuir1明I段持等温線を推定する方

法・も提案されている' また111Jド'は磁過曲線と脱者l曲

線の吸11帯の幅から、 Langmuir型吸.&等温線の各係

訟と総括物質移動係設を!日j時に推定するJi法を提案し

ている

本研究では、吸若等i1l.式として汎月i性の高い'I'oth

式・，(q=αbc/(b'+c')"・)を手1)川し、 J説者附純の解析

からl吸着等i品績を紛I使に舷定できる 2つの方法Iこつい

て検討した。すなわち、脱1'.i111J線の計算値が実測怖と

一致するように吸者等温式の各係教を設定するカーブ

フイ "1ティング法と、脱者曲線の傾きを解析する傾斜

勝締法の 2 つである 。 ~~~Sでは、これら 2 つの簡易法

の特徴や適用'性について記述する また、これら 2つ

の方法と平衡脱者法を比較し、各}j法の適問条件につ

いて検刊を行うた

2.基礎式

2. 1 脱着曲線の数値tnn
次の熊次元化式により、脱，j"ílltJ*~を数値計詳した 。

物質移動速度は、挽庇j主i併の総括物質移動係数をmい

て長記した。

dCldZ+ dQ/dT=O (1) 

dQ/dT=C-C. (2) 

Q=C./ [C制 (J-r')+r']" (3) 

初期条件、境界条件および谷無次κ畳の定義は次の.i!fi

りである。

7'~ 仇 Z>O; C=l exp(-Z)， Q=1 (4) 

T>O， Z=O; C=O (5) 

C=C/Co， Cc'=q/qo， Z=KF.，(Z/U.)， バ=qolco・

T-(L'-~.:z/Uo) f(， .. 1/3 P.， r=/3/a 

2. 2 パルフ応答rnl織のモーメント解析

カープフイッティング誌と傾斜解析法の 2つのん・法

では、服者質の脱者過院における物質移動述度を能:指

物質修動係数K，'R、十を聞いてぷわし、脱着曲線の形状に

7fl.ぽすその影響を考!..t¥しているe 総括物質移動係数は、

l虻線l批若手衡条件ドにおけるパルス応答曲線を一二相交

換モデルμg により解析して求めた F

Uo(δc/θZ) = J(rrn(C-C )= P.K(δcJ d 1 ，) (6¥ 

パルス応答幽線のー次モーメント 、 ;次モーメント li

次のように表わされる。

μI ={z/u，，} pJ< (7) 

μ1 =(2z/ulI)(PhIO'IK，av (8) 

・次モーメン トからほiQJ.I:t1ι線領域における吸;{I'"!f.i品

線の傾きを表す'l'othパラメータ a、また二次モーメン

トからK'R¥'を求めた。なお、J('H¥'の吸着量依存也:は考

慮していない。

3.吸活等温線の推定手順

3. 1 カープフイツティング法

①パルス応符I副織の e次、 二次モーメントから 、a

とJ(FRVを求める . 次 lニ}(. IIY より 、 z~と求める

⑦j脱芯曲線。の積分により濃度Coに対する平衡吸着量qn

-5-



を求め、 戸を求める。次に aとFより、 γを求め

る。

@無次元パラメータがyとZの場合に、脱者曲線を最

も良く表現するようにTothパラメータtを決定する。

3. 2 傾斜解析法

①カーブフィ ッティング法の場合と同僚にして、実

測データから2つのパラメータ yとZを求める。

②mr，次元脱着曲線を解析して予め作成した織図を用

い、脱者[沿線ア=zにおける傾きから、 Tolhパラメー

タtを決定する。

30 3 パラメ ータの算出

ToLh式の 2つのパラメ ータaとbは、次式により求

める。

α=K-( E J Pb) 

b=qo/{a'-si)111 

(9) 

(1ω 

4.結果および考察

4. I 脱着曲織の数値計算

無次元層高をZ=looとし、数値計算により求めた脱

着曲線の例をFig.lに示す。無次元平衡パラメータ (分

般係数)rが小さい程、またToth式のパラメータtが大

10 

ム0.5
u 

r.0.5 

。。
T/Z卜l

2 

1.0 

ム0.5
u 

t-05 

。。
T/Z [ー]

Fig.1 Theoretical desorption curves for Z=l00. 

きい程、吸着等温線の曲線性が強くなり、脱着に要す

る時間が長くなる。

4. 2 脱着曲線の傾き

脱着幽線の形状上の特徴を代表する指標として‘無

次元時間T:==Zにおける脱着曲線の傾きを選択し、無次

元層高Zに対してプロ ットした。分離係数r=0.5の場

合について計算した結果をFig.2に示す。先に吸着等温

線の推定手順を示したように、実測データから yとZが

求まる場合には、脱着曲線の傾きからtを推定できる。

無次元パラメータtとZが大きい場合、脱者曲線の傾き

の対数値とZの対数値の間には直組性の高い相関関係が

認められた。このような条件下では、平衡脱着の仮定

が可能であることを示している。

~ . 3 吸器等温線の推定結果

いくつかの液相吸着系について、カープフィ ッティ

ング法と傾斜解析法を適用し、吸着等j昆~を推定 した 。

さらに、流通式の吸脱着実験で測定した吸着等温線と

それらを比較した。実験粂件と精巣をTablelに示す。

推定喜界韮は、無次元世度 O.ト 0.9(0.1刻みで9個のデー

タ)における平均誤差である。

カーブフイ ツテイング法により求めた般若等温線は、

流通法による結来とほぼ一致した。TabLelに示した実

験系~.:おいて、約 2%以下の誤差で吸着等温線を推定

することができた。一方、傾斜解析法による吸着等j昆

線の推定結来は多くの場合、カープフイ ツテイング法

3 

4 

--園、

ト.J 

司王 2・

10-31: 
. 

4 6 2 4 6 
z [ー]

t ".1 

2

3

4
.
5
 

3 
Fig.2 Correlation of the slope of desorptlon 

cu阿倍 atTま Zwith Z for r=O.5 
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Table 1. Experimental results 

Adsorbent Adsorbale 
Co 

iμdmp ] y[-lZ〔ー]Method. 
Error α b 

[g/rnf ] [% ] [('Tli! g ] [g/dl t[ー]。 15.5 7.9x 10→ 0.95 
ODS P1'OP しOXIO・ 5 0.43 J5，000 1 0.26 15.4 8.0XIO a 0.95 

。 17.8 1.0XlO-t 0.89 
1.0XIO・2 10 0.18 6，釦O I 1.5 18.0 9.2xI0 I 0.95 

。 17.2 1.1XI0' 0.89 
1.0X10' 30 0.48 720 1 2.4 18.2 9.4XIO-3 0.91 

2 1.8 17.1 9.2xI0 a 1.01 
3 0.7 17.1 9.8XIO a 0.96 

。 16.0 7.0XI0 • 1.09 
1.0X10' 50 0.44 580 1 1.3 17.2 8.1 XIO→ O.腿

2 2.2 16.0 8.2X10 3 0.97 
3 1.5 16.0 8.3xlO I 0.96 

。 15.8 5.0X10 I 1.05 
1.0X 10 t 75 0.35 150 l 1.1 18.3 5.1 xIO-1 0.84 

2 2.6 15.6 5.7XIO-' 0.94 
3 1.9 15.6 5.7XIO' 0.95 

。 8.4 1.8X10→ 0.79 
P1'BP 1.0x 10 t 50 0.56 450 1.4 8.7 2.8x10→ 0.65 

2 0.6 8.1 1.5 x 10→ 0.90 
3 0.5 8.1 1.5x 10 f 0.89 

。 11.0 1.3xlO-t 0.77 
l-Naphthol 1.0x10 I 1 3.8 11.7 9.9xIO s O.お

2 1.2 10.9 1.2XIO→ 0.84 
3 0.2 10.9 し4xIO 1 0.77 

。 17.4 5.2X 10-' 0.46 
ACF Ethanol 0.96Xl0・ 0.44 49 9.3 24.8 1.9XIO I 0.47 

2 0.3 16.1 3.9XlQ-: 0.52 
3 3.5 16.1 1.3XIO→ 0.40 

。 58.5 7.8xlO- 0.46 
D-Glucose 0.98x 10 0.55 56 7.9 67.2 2.1XI0・O.日

2 2.3 51.7 9.2xIQ-1 0.49 
3 0.6 51.7 5.1XI0' 0.56 

。 14.8 2.9xlQ-t 0.45 
IIP20 PTOP 1.0xIQ S 135 0.36 <i1 8.8 17.6 1.0x 10-1 0.55 

2 0.3 13.9 2.4 x 10→ 0.49 
3 1.5 13.9 3.5xI0→ 0.44 

.0: Dynamic method (Measuremenl of breakfaslhrow and desor:plion curves) 

1: Equi1ibrium desorption method 

2: Curve-fiLting melhod 

3: SIope anaJysis method 
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法による似t;?'r等j鼠線の推定日lJ告は拷次元パラメータ y、

Zとtの組み合わせによって決まること 、ま たZが1，000

以上の場令には、平均誤産が2%以下で吸持等温線を

推定できることが明らかになった これらの線闘を利

用することにより、吸19r.沿線の推定に平衡脱-rfi去が

適用できるか否かの判定を行うことができる。

-'2 

一一-Z"l∞ 
--Z & lO∞ 

1.0 

ー0.5~. 

1.5 

1.0 

Average error of the estlmation of 
adsorption isotherm by the equllibrium 

desorption method lor Z=l∞end '，0∞ 

0.8 04 0.6 
r [ー]

02 o 

。

Fig.3 

による鮎扶とほぼ一致した。カーブフイッテイング法

では、実測した脱者幽線上の数多くの測定点からパラ

メータtを推定するのに対して、傾斜解析法ではT=Zの

一点における脱.tf曲線の傾きからtを推定する このた

め、カーブフイッテイング法の}jかより正確である。

しかし、カーブフイツティング法ではtを決定する際に

繰り返し;nn:が必要であるのに対して、傾斜解析itで

は予め作成した線凶を利用してパラメータtを推定する。

このため、線凶が予め懲備されている埼合には、鰍斜

解析法の}jがヲミ則的である。

粒子任5/(mおよぴ10μmのODSをmいる逆111液体;

クルマトグラフィー系では、 Zが大きいためtl1.衡脱J2i去

が適用できる また粒子径が30-75μmの場合も・11.衡

脱者法の誤廷は約 1-21lbと小さく、カープ71ッテイ

ング法による結栄とほぼ同程度である しかし、低iA

皮革線領域の吸泊予衡関係を点すパラメータαを比較す

ると、平衡脱む法による値はいずれの場合も流j唱法に

よる値よりも大きい。低濃J!tlfi:線敏績の吸着平衡関係

を解析する埼合には、平衡脱ずrL芯通射の誤差:は大きく

なる。また、逆柑液体クロマトグラフイー系では多く

の場合、 tの側が l に近く、吸~"'r等沿線がLangmuir式

で表現できるニとを示している。

活性炭ふ繊維や吸器樹脂による荷量制吸着系ではZがIJ、

きいため、平衡脱持法を適用する場合の誤差は約10%

に増大する渇合もあった】カラム内における流体分散

が太きいため、 Zが小さくなるe しかしこのような場合

でも、カーブフィッティング法によりがJ2 %以ドのJ呉

基で吸~NMl線を推定することができたw

Average error 01 the estimation of 
adsorption isotherm by the equillbnum 
desorptlon method for t=O.5 

4 

6 4 

6 8 

2 
z [-) 

10 

6 4 

1.0 ~-

0.8 ・・

0.6 ・・

0.2 ~. 

0.4 

。

Fig.4 

{l
}
』
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4. 4 tド衡脱持法適崩条件の体必

平後f脱才f法は、実用的にはも っとも簡便な )j怯であ

る。しかしTablelに示したように、 '1主役f脱着法を適m
できる条件を明らかにする必要がある。苧衡脱椅i去μ

より般活~沿線を推定する障の‘F均誤差をFig.3 に等

高線l~)で示す Zの偵をI∞および1.∞01こ設定した J 摂

差の大きさは燦次疋パラメータ y、Zとtの組み合わせ

で決まり、吸訂等沿線の1111線性が強い権、またZが大き

い程IJ、さくなる。また、 Zか1，000の場合にはl町線平衡

に近い場合でも、ヂ均誤走約2%で吸着等i晶線を推定

できる。

また縦軸にy、償軸にZを探り、 r，;Jt.主な等高線開を作
成した。その紡棋の"例をF'ig..H':ポす。さらに平衡脱

着法によるl投打等温織の平均品定li~~が 2% となると

きの条件を Fig.5~こ示す。 これらの*"，*より、-J1.後f脱，.j'j



1.0 

0.8 

0.6 
{

t

}
 

‘-0.4 

0.2 

。
102 2 

z [ー]
103 4 6 4 6 

Fig.5 Correlation of with for the est imation of 
adsorption Isotherm by the equilibrium 
desorption method wlth 2% error. 

5.おわりに

本稿では、 l吸器の研究分野で録も基本データの ・つ

である吸着等i倒産を、脱者11tJ線の実jllJ値から簡便に推

定する万法について記述した。脱着11t1織を解析するよ

れらの方法を実験条件に応じて適宜利用することによ

り、脱若副l線とパJレスJ.i5答曲綿の 2つの実iP.tlデータだ

けから吸着実事槌線を平均誤i$.数%以下の正確さで披定

することができる。
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技術ハイライト

新型重量法吸着装置

1.は じめに

日本ベル株式会社技術部

仲井和之

従来1政治抗を測定するよH.tの lっとして重量;法がm
いられている。iT{{i{法はその吸，，'f(培:を測定する精智天

秤と してお失スプリング、電子天符などが用いられて

きた。 今r~1、ドイツRUBOTl IER~I社より従来にない

新型の磁気1'?-ー遊天J停を輸入販光することになったので

そのJ京瑚 ・研究応用例を紹介サる

石灸スプリングを用いた吸清治測定装位{立、 i段 ，，~tの

入門書に出てくるほど昔から用いられ現在にわたって

も用いられている手法である このん法は比較的安価

に装慣が設計でき、ガラスゆえ耐腐食性の高いガス ・

蒸気の吸，，"'rにIIJv、ることができる。感度は石英スプリ

ングの線のよさ、巻き数などにより変化するがh金大何

重の10・の締肢が期待できる 欠点としてはガラスゆ

えの破損か起こりやすいところである

不活性ガス

天秤

不活性
廃蝕性ガス

膚蝕性ガス

従来型熱重量分析装置

電子反科としては、 Cahn下1:とSarlrius社製のもの

がある。感度は最大荷重の10I組l立の性能がある 欠

点は天砕きI1がチャンパー内にあり、腐食性プfスが使刷

できないところである。

今回、政々が製作する亙祉法眼校装置は磁気浮遊太

秤をj刊いん。この原理は約50年前じClark'l により発

見された。この後、 Gast刊により磁場制御j以瑚が改良

され、そしてWagnerらB による更なる改良を経て

1991 !f.RlIBOTHERM社を設立、現在の市販されうる

磁気浮遊Jミ梓が完成した。この天秤は凶 1にボすよう

に磁石にでサンプル部を持ち1:"浮遊させ外部のパ秤

によりmi1t変化カf記録できるという!待費量もっている。

このため腐食性ガスを附いても天秤i部はガスか接触せ

ず、サンプJレセJレの設計の自由度がある為、高II (500 

bar)、日j品 (磁気カ ップリング部250'C、サンプル絡の

み2000t)にすることができる。天秤には一般に市販

されていみメトラ一社のものをJ-fJいているためメンテナ

ンス、 0品、スパン調整などが手軽に行える。またこ

の感度梢庇は磁気カ γプリングにより低下することな

く厳大荷唯の10-'の分解能を保ち、後述するように長

期間測定ではドリフトしないように設定できるという

特徴もある また磁気カ ップリング機構がショックア

プソーパーの役目をし振動に強いという商もある

二一腐蝕性ガス

斬型磁気浮遊天秤

図 1 天秤栂造

-10-



亀磁石
μg 

戸総合室
3・4除

永久磁石

" .. 
ン センサーコア

センサーコイル .1，.' 

負街切り厳し
-).・ー

"":1.... 

自 サンー

図2 新型浮遊結合の原理

2.仕様

磁気カ ップリング部

石英ガラス仕様 金属仕悌

圧 h Vacum to UHV lo 
範囲 1.2bar 3bar 500bal' 

湿度
-80t Lo +250t 

範囲・1

磁気天秤

f' standard increased 

g-verslon Vel'SlOn load 

最大
10 g 30g 100g 

荷重
ー圃 一

分解能 2μg O.Olw).t O.Olmg 

再現性 3μg O.015mg 0.020怒

掴対 < 0.002% of measured value 
エラー

準 l サンプルセJレは設計により2000t迄毎温可能

特注により能大荷主5kg、h皇太2000tbarの仕僚が可

能

問

一
mnv 

3.原理

図2に示すように市販の天秤を F釣り下げ式にし電

磁石を接続すゐ。またサンプ1レは永久磁石、位置セン

サーを介して伴遊状態にすることができる。永久磁石

は位置センサーにより 2位置(約 5mm岡崎)を取るこ

とができる (図3参照)。 下位置ではサンプル重量が天

秤に伝わらない (decoupling)状態になるため標準の

天秤の機能により O調、さらにはスパン調節も行う ζ

とが可能である。この機構により天秤の長期間による

温度ドリフトを防ぐことができ図 4に示すようにμg

パージョン仕様にて4R聞にて土3μg程度の変動に

抑えることカ可f能となった。

ゼロ点

二亡
位置

~~サンプル明 る

~O 3 ゼロ点補正と天秤検量

士.?μg

h 

図4 真空状態で4日に渡る 5gの再現性

(μg パージョンイ士総)
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食試験の研究にも用いられています。

C.高圧下で使用できる特債を生かし図10.11に示す

超臨界抽出の研究に用いられています。窓枠に耐圧ガ

ラスを用いCCDカメラによる表面張力も同時に観察で

きます。

マスフローコントロ ーラ、レギユレータを組み

合わせサンプJレ部を一定圧にし温度を変化させること

により定圧吸芯・等温績を測定することが可能です。 ま

d. 

4. 服着装置

図5に標準吸着装i宣を示す。このタイプの服着装置

は磁気カップリング部とサンプJレセJレの紘度を同一で

均一に恒温(舵大250'(;)できるタイプでガス唆着だけ

でなく蒸気吸着を行っても装置内に液体が凝縮するこ

とか吻げます。またサンプルセルを2000t迄加熱する

場合は、磁気カップリング部とサンフソレセJレを離し熱

影響が出ない距離にする必要がある。また高腐食性ガ

ス吸着の場合は岡6に示すように接ガス部が全て石英

ガラスで製作した仕様が有ります 図るに示した装世

によるゼオライトへの炭酸ガスの高圧吸器の測定例を

図?に示します。

忠 一サン崎)

用

a.この天秤を開発したR.Wagner教授の研究室で

は図 8に示すようアJレキメデスの浮)Jの原理によりガ

スや液体の締官な密度測定を研究しています‘¥ その

密度測定はj:0.015% +0.003kg/ rrj'の精度で測定可能

です。

b.図9は高温 (2000t)、高圧 (600bar)のTG

の装置闘です。これにMASSを嬢続しTG/MASSと

しても利用可能です。磁気浮遊部のデカ γプリング機

構による長期間安定性の利点を生かし数日における腐

i天秤へ接続

応5. 

石英ガラスパージョン←高腐蝕性雰囲気図 fl
電磁石

40 30 

2S 

20 

15 t
¥』
〒

M
m酔
冊

以

絡会室

サーモスタット

測定セル

サーモスタット

浮遊部

サンプル
切り厳し

圧力/bar

ゼオライトへのCQ，吸着等温線

[Technische Entwickfung. 

BASF AG.Ludwigshafen J 

図7
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た高分子への一定圧の吸着述I![測定にも利用できます

(凶12参照)。

e.定符量法吸者袋概と組み合わせることにより.

21JX:分ガスの吸着等沿線が測定可能です&i I。定容母

法は気体の状態方程式を解〈 ζ とにより吸着モJレ数

( X)を得ます

rA + r8 = x 

また重註法からは吸着!Itli1:(Y)が符られます

)
 

l
 

'ee

、

r T. X MA + r u X M 11 = Y (21 

r， 11 :各吸持ガスの吸着モル数

~A." :各吸清ガスの分子量

l、2式を連立することにより rが計算できること

になりますもこのように 2台の異なる手法の装置を組

み合わせることにより新規のデータが出るということは

すごいことです しかし計拝上では可能でも実際測定

すると多くの問題があるのは皆さんも経験がおありだ

と推察します この 2成分吸府の場合、今回の磁気浮

遊天秤との出合いが解決の糸口でした。と言うのは 2

fiの装置を組み合わせると天秤部 {定容量法から見る

と式料管部)の死容積が大きく定容量・法の精度がでな

いという事が判明しました しかし磁気浮遊天秤を用

いることにより死容積を室温にて約1∞ccに減らすこと

.，皇位置 測定位'

駐留民簡による

浮力繍寵

砲貫主事道路合

電也容

範骨骨

..久fIl石

おもリの 遭筒
および切リ・し鱒

ランプルバスケット

宜情.111M
注.Ii

泊(11)

IS実ガ~~町チタニウム}

.. ntt)~ 

図8 浮力補正付き新型単一おもり密度計の原理

ができ精度の飛躍的な向上を此ることができました。

6. おわりに

磁気浮遊天秤;は従来のm{-天秤に世き換わるだけでな

く、無接触重量測定およびその環境への適応性の広さ

ゆえアプリケーションがi甘えることを私は期待していま

す
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回10 サンプル婦から流体への質量移勘浪IJ定 図11 物質移動および表面張力の同時測定
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図12 35'C 1.38barでのポリフタジェンへのブタジェン吸婚
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日本ペル(欄取締役技術部長

1987年 |剣商学院大学理学研

究科修士課程卒業

1987年 日本エム ・ケー ・エ

ス側入社、翌年退社

1988年 日本ベル(樹設立、現

職

関連学会のお知らせ

第15回関西界商科学セミナー

ーコロイ ド・界面科学の基礎と最新の応用一

主催 日本化学会コロイドおよび界而化学部会関商支部・コロイド懇話会協賛応用物理学会 ・近畿化学協会 ・

色材協会 ・高分子学会・電気化学協会 ・日本家政学会 ・日本化学会 ・日本吸着学会・日本生物物理学会 ・日

本セラミ ックス協会 ・円本表面科学会 ・日本膜学会 ・日本薬学会 ・日本油化学会 ・日本生化学会 ・樹陸学会 ・

円本接磐学会

日時 7月311:J1，1q13時-8月1日{到12時

会場 パナヒJレズ大阪 〒565大阪府吹田市青紫丘陶10-1 TEL: 06.87'7-0111 FAX: 06-877-0504 

第 1日(7月31日) 13時から

1.両親媒性多惜の構造と機能 (京都大化研宮本武明)

2. i1t子線結晶学:によるl民蛋白質の脂質二重脱内での構造 (京都大理性物物理光|制 薫)

3.ポリマーバッテリー、高性能電池設計のための電磁/電解質界面反応制御 (松下電産(掬巾研 外部 正)

4 .超濃厚系における単分散粧子の合成とサイズ形態制拘 (東北大素材工'芋研 杉本忠夫)

第 2日 (8月1日) 9時から

5.分子レベJレから眺めたポリエチレンの結晶化機構とラメラ表面構造 (大阪大院理学研究科 国代主主二)

6. Tiu:光触媒務脱の高機能化 (日本板硝子テクノリサーチ(槻 多国弘明)

7. i耐火被雛用塗料 (被熱発抱型)の話題 (エスケー化研(樹 元木英夫)

参加貨 (宿泊 ・食事 ・懇親会費 ・講償要旨柴代を含む) 主催・協賛学協会会員

26，000円、 学校 ・官公庁16，000円、学生12，000円、非会員35，000円

参加申込締切 6月末n (定員 (70名)になり次第締切)

参加申込方法 葉書に①氏名、 ②所属、 ③住所 (連絡先 ・郵便番号)、@電話、 FAX番号、 ⑤会員種別、等を明記

のうえ下記宛にお申し込み下さい。後日賠求暫 (会場案内添付)を送付致しますので折り返し郵便

振替にてご送金下さい。

申込先 〒572 大阪府寝屋川市初町18-8

大阪電気通信大学工学部 日本化学会コロイドおよび界面化学部会 関西支部

室谷正彰 (TEL/FAX(0720)25・4691，TEL (0720)24・1131，内線2414)

尚、 8月1U{創 (第2日目 )の昼食l立、パナヒlレズ大阪内食堂に用意いたしております。

以 上
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帝人(紛医療岩国製造所

医療第 2技術開発室

沿 惹

当所は80年代より在主;椴点政法に使用する酸誕漉縮

器の研究 ・開発を行っています， 83年より市場に製品

を供給しリーずfングカン1¥ニーとして「安心とむ頼J
を基本理念に、研究 ・開発から製造、営業、メンテナ

ンスまでの一口体制で日本の{t't般事療法の・興を担っ

てまいりました

初期のころの浪縮技術は帝人拙白の技術で開発した

膜理が t流でしたが、 85.!t， lf~ から i世界の主流である I現

若者2酸.M~農縮器へと移って米ました 在宅用際よi4続

器としてはttそれLーの性能と品質を維持すベ〈、思-lj'さ

んの安心とftf頼が得られるよう日夜、努力しています。

開発内容

伝宅m般.#議縮器l;t一般家庭に設置されること、且

つ使用1j-'lJf"/o'1j齢者とL、うことから"高齢者に扱いやす

い機僻とlivJIか"“安全性が向く、信頼性の高い憐僻

はどうあるべきか"を常に考え製品に反映しています。

中心となる吸む技術lま吸お~Jの選定、評価から吸お

システムの.J:ur、信頼性評価までを行っています

帝人の1現。型酸素接結23は世界でも例の少ない l閉

式吸着技術でユニークな製品でm分に弱い吸者刑の耐

久性111J上が凶れること々、コンパク トなプロセス設け

が出米るよと等が特徴となっています

最近では、使用者の要求も信頼性r.t当然として、低

消費電)J化、低騒音化、小噌軽晶化等に関する内容が

強くなっています

帝人Il脱型酸議濃縮器開発|時代からこれらの校術に

ついて多くの経験と実績をもとに、市場ニーズにマ y

チした商品を只.現化してきました.

また、マイコン、センサーを搭載して患者さんのニー

ズにあった細かな気配りを製品に反映させています 。

最近の製品では世界で最もH'l~ .. 立力の少ないハイサ

ンソTO-90-2 L機を初め、 i~度40%の酸謀ーを生成す

る吸;(f~マイルドサンソTO- 10S僚を従来の膜摺に替

わる機材iとして閣発しました。

従来、 “低騒音器は重しいとされてきましたが、従

来機にくらべ約30-10%の粍晶化、約30'¥.の存航小型

化を述成 これらの機種は a 番重要な"温度と流訟を

保証する"システムを問内では初めて全台に裕依して

います

開発体制と商品

当社は白内 ・外最新技術の凋査・探索による技術や、

制白の研究開発を過して級新技術を絶えず商品開発に

反映させています。

開発体制は企画を担当するl副長技術開発部(東京)、

目的研究開発のエンジニアリング研究所(大阪)と商品

開発を主体とする当室{官同)からなっていま寸

当屯ではζれまで酸必携縮?，~(ハイサンソTO 90、

マイ JレドサンソTO-40)、批.tiiHl酸素節約投開(サンソ

セーパー)、骨塩lß:測定扶t~Hポナライザー ) 、 11車眠時慨

呼吸症ifì柑~( スリープメイト ) などを手がけて~~ま し

た 現在、 20余品目を市場に投入し阪徐分野を通 じて

患者さんのQOL向上、発展にμ献しております。

(，¥、

医療第2妓術開発室汲ぴ医療第2エ場

会社概要

資ぶ金 707.34億円

従梨 U 6.704人(判北8{lq月末日現{l:) 

本 :tt 

大阪市中央区南本町 1-6-7(帝人ビル)

民ff，tt，n， 2技術開発案

〒7410 山口県岩同巾[1のtI¥町 2番 i号

l足掛特問製造所

TEL0827 24一回23
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大阪教育大学物理化学研究室

本学は平成e.q:に3分校を統合し、大阪府和j刺 liに

移転した一新しいキャンパスは、向然思士費に忠まれた

生駒金剛同3ii公国内にあり、大阪iIi内:神戸六甲を・

望できる夜Jitの告しい所にある l 大阪市内からは、近

鉄大阪線の大阪教育大前駅でド恥し (rliI)すから約30分)、

3越のエスカレータを乗り継さ80m l{tったところに校

舎がある

理科教育摘胞 (教官数23名)に泌する当研究室には、

石川達雄教段、神烏有Itま助教授ならびに安川あけみ技

官が所属している.学生はほとんとが教師を刊指して

いるが、教.l.H~m教が少なくなり、教員になるのが休

めて困難な中で、毎日まじめに研究を行っている 研

究室は午前9時から午後S時までと厳滑に決めており、

特別な事怖がないかぎり、遅刻した.)、産くまでいる

学生はいない。 般に、日本の大学研究主は時間にJレー

ズで、避くまでいると実験をやったような気になるよう

であるが、実際には能率が忠〈、イミ続得、不使級であ

る 研究室が終わると、アルバイト、保用試験の勉強

などに使える1I~lfijが十分あり、 'i~lf: ，ことっては都合が

よいらしい また.女子学やが多いため、俊江くにな

ると危険であり、位近も事件が起こっているa

当研究2廷でJJUt行なっている研先は、多孔f世間体の

合成・偽造 ・掩能、同体衣面への分子I説話、およひ無

懐古絞殺Fの形態制御である 4 さらに、理科教材の開発

も行っている ，fi研究室では式料合成をifI視し、測定

技世も向作するよとをそ.:/トーにしている。卒業生は

教師になるので、't徒を理干|に興味を持たせるには実

験をさせることカ‘必要であり、実験的議長が要求され

る 試料を合成したり、装慣を作ったりすることが大

切であるe 現(，行 っている研究のlλjで、吸，(fに関係す

るものを紹介するの

1. 均一な細孔をもっ金属酸化物の調製とその機能

高選択tt.触媒ヤI現~f剤に佼われる多孔性閤体は、ゼ

オライトのように均一な細孔を持つことが必要である

いままで合成されているこのような無機系多孔体は、

AIIO、およびSiO系のものが殆とである 我々 は‘ ι

れら以外の均 な細孔をもっ令属般化物の合成をdみ

ている 。 例えば、開0 .8nmの~) -なスリット状細孔が

発達したヘマタイトを調製した。これは原さ3nmの仮

状徴結品からなっており、高い選択吸者性を示した

{也のイオンをi長加すると、フ zリ磁性多干し体も合成で

き、磁気移動 ・同定が可能な市選択性触媒 ・吸お剤に

なる。

2. アパタイトの表面構造と分子服着

カルシウムヒドロキシアパタイト CaHAPは、生

体硬組織の1:成分であり医学、向乍で重要な物質であ

るばかりでなく、人工歯根、人工作、人工臓器などに

使われる ，さらに、比較的耐熱性が高いため吸.i"f剤や

触媒に利用される CaHAPの火面憎造をFTTR、

XPSなどで岬べ、水、アルコール、 二酸化炭ぷなとの

吸着との関係を明かにした また、 生体分子とCallAP

との初任什則は、バイオセラミ ックスとして使mする

際に恨めてili要になるため、 CaHAPへのタンパク質の

吸着を調べた Caを他のイオンたとえばMg、Ba、Sr

などで置換したアパタイトについても問機の研究を行

い、アパタイトの化学組成 (化学拡論性)と表面情造

および機能との関係を明かにしたt さらに、アパタイ

トの生体親和性を制御するため、無機および有機物質

による表面改質を行った。

{連絡先)石 川 達 雄

〒 ~i82 大阪府柏原市地ケ丘-1-698 J 

大阪教育太1j!:JlI1.科教育講座

(Tel. Fax) 0729-78-3394. 

(E-mail Hshika wa@cc.osaka・

kyoiku.ac.jp 
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通理場労務二三
SECOND Af¥:NOUNCEMENT AND CAしLFOR PAPERS 

SlXTH岱nERNATIONALC()~FERENCE ON 

FUNDAMENTALS OF ADSORPTION 

FOA6 

May 24-28， 1998 Giens， France 

ABSTRACTS DUE: JULY 5 

FOA6; L1MSI-CNRS BP 133， 91403 ORSAY CEDEX FRANCE 
FAX: 33 1 69邸 8088 e-mail: foa6@limsi.frWebsitc:hltp://ias...ub.ac.be 

CONF'ERENCE F'ORMAT -INSTRUCTlONS TO AUTHOR 
Plenary sessions will include commumicalions of general inleresl， such as gcneric lools used by ad-
sorption sClenllsls and engineer.s， and some presenlations on the research nceds in industry. More 
spccia1ized Loplcs， relevanL lo a community of experts， will be presenled in parallel sessions. 
Provided there is enough inl.eresl， a separale posler session will I.le organized. All adsorption fields 
will be covered， both in plenary and parallel sessions， including buL not excJusiveJy: 
-Fundamenlal sludies in physics and chemistry: disordered media， phase tranl:;itions and lransporl 
in porous media， molecular modelling:; 
-Materials: zeolites， carbons， organized mesoporous matel'Ials. organic ma terials， chira 1 phases， 
zeolite membranes， miscollaneous ads.orbents; 
-Adsorbent propertie5 (.i.n tho presence of gaseous 01' liquid phases): equilibrium. kinetics. aging; 
-Column dynamlcs: experimonls釦 ldsimulalion; 
-Processes: PSA， TSA， counlercurrent units， 5MB， chromatography， hybrid processes， nO¥.eJ proc-
esses; 
-AppljcatlOns: progress in well cstabjjshed technologies like gas and liquid separations as wcll as 
emerging technologies (pharrnaceuticaJ and fine chemicals applications， bioseparatioos， cO¥'iron-
ment， storage， 501 id desiccanl cooling， refrigeration). 
Parallel sess.ions wilI be scheduled 50 lhat. it wiU be possibJc lo altend a11 plenary sessions plus a 
series of parallcl sessions dedicaLed tc> a special field. 
Please submit. at lhe conference address， four copies of an extended abslracl in English (1 pagc: 350 
words> with author's names， inslitulions. addresses. telephone and fax numbers， e-mail. As contri-
butiODS will be selected on lhe basis Clf these abstracLs. they should indicate objecti¥-es， results and 
conc1usion. Indico.te the requesLed pres:enlation fonnat (plenaI'Y. specialized， postcr). Thc dcadline 
for abstract submission is July 5. A book of abslracts will be distributed at. t.he conrerence. The fuU 
t似 t(6 pages) is due by April ]5， 19913. The lexLs will be reviewed and published in a Proceedings 
¥'olume after the conferencc. 

FEES 
Registration fces iocludc: registration， abstracts book， doubJe occupancy room， meals and 
Proceedings afler the Conference. 
Ear1y regisLl'ation (befor自 January31 1998) 
Studenls early registration (wit.hout P'roceedings) 
Registrat.ion (deadline April 15) 
Students la le registralion (wi thoul Proceedings) 
Single occupancy extra charge 
Single day (one mea) without room a nd Proceedings) 
Accompanying person/ Personneαccompagnαnte 
Reduction for lAS mem bers 
Please add 20.6% taxes to the tota 1 amount. 
For special conditions， p)ease contact thc Organising Committee. 

CONFERENCE LOCATJO 

4000 FF 
3200 FF 
4500 PF 
3700 FF 
600 FF 
l∞o FF 
3000 FF 
500 FF 

The confcrcncc will be hosted in the ¥'VF < La Bad.i.ne >邸408IIyeres les Palmiers cedex F'rance 
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1'elephone: 33 4 91 58 21 51， Fax: 33 4 94 58 96 38. Il is a holiday center localed nexL to lhe beach in 
a peninsu1a (Presqu守lede Giens) 00 the French Riviera aL 剖 kmfrom Marseilles and about. 10 km 
from Tou10n or Hyらres.It is 81so a leisure cenler with lennis， archery， windsurfiog， sailing， canoo-
ing and nearby golf， diving and tha1assotherapy. 
ShuUles wi11 be arranged from Marseil1es and 1'oulon aIf'porls on the opening and closing days of 
the conference. 

Oeadlines 
Abstracts due 
Preliminary program b8sed on accepted abslracts including re~~istration forms 
Manuscripts due 
Conference opening 

MAILlNC UST 

JuJy 5， 1997 
November 1997 
April 15， 1998 
May 24， 1998 

1'0 reωive the prelim'inary programme， send an e-mail l.ofoa6@limsi.tr. or fi1l the on-line form on 
the website www.ias.vub.ac.be/. or write to the conference. 

WWW: A website for lhe conference is open al the VUB in BelgilUID (http://ias.vub.ac.be) with mir-
rOI's in France， Japan and US. You can aJso subscribe lo aD olectronic mai1ing 1isl tbrough this 
websile or seod an email tomajordomo@lislserv.¥.uh.ac.he ¥¥'ilh in lhe message body: subscribe ias. 
You will theo recelve information at regular intcrvals. 

CONFERENCE COルlMITTEE
F. Meunier， LIMSl・CNRS，France， Cbair M.D. LeVan， Vanderbilt UtUversiLy. USA 
O. Tallん ClevelandState Univ. USA， Vice-Chair M. SlIzu'ki， Univ. 1'okyo， Japan 
K. Kaneko， Chiba Univel'sity， JAPAN， Vice-Chair A. Mersmann， Univ. Muncben， Germany 
G. BaroD， VUB， BeJgium， Vice-Cbair A. Myers. Univ. Pennsylvanja， USA 

D.M. Ruthven. Univ. Maine. USA 

CIENTIFIC COMMITTEE 

F. Meunier， LlMSI (Fl'ance) Chair， J.P. Ausikaitis， USKK (USA)， G. Baron， VUB (Belgium)， M. 
B“low. BOC (USA)， D.O. 00， Univ. Queensland (Australia)， E， Francotte， CIBA (Switzerlaod)， A. 
Fuchs， LCPMA (Fl'ance)， D. Friday， Guild Ass. (USA)，U. von Gemmingen， Linde (Germany)，し

Gladden. Cambridge Univ. (U.K.)， J. lzumi， Mitsubishi (Japan)， M. Jaroniec， Kent UnIv. (USA)， 

S. Julian. lFP (Francc)， 1<. Kaneko， Chiba Univ. (Japan)， F. Kapteijn， TUDolft (Tbe Netherlands)， 

B. [(aul， Exxon (USA)， H. Lce， Yonsei Univ. (Koroa.)， M. D. L(~Van ， Nashville (USA)， J. Lignieres， 

Air Liquide (France). A. Mersmann. Univ. MUl1chcn (Germaoy)， P. Monson， Univ. MassachusseLLs 
(USA)， M. Morbidclli， ETHZ (SwIlzerLaDd). A. Myers. Univ. Pennsylvania (USA)， D. Nicholson， 

Jmperia] Collegc (U.K.)， F. Notaro. Praxair (USA)， A. Rodrigues. Univ. Porto (Porlugal)， M-L. 
Rosinbcrg. LPTL(France)， J. Rouquerol， C1'M (France)， D. Rulhven， Univ. Maine (USA)， S. 
Sircar. Air Products (USA)， M. Suzuki. Uni¥' 1'okyo (Japan). Y. 1'akeuchi， Meiji Untv. (Japan)， D. 
1'ondeur， LSGC (France). 1<. Unger， Univ. Mainz (Germany)， R. Yang. Univ. Michigan(USA) 

Organizing Commitlee 

P. Mcunier， L1MSI (France) Chair， A. Choisicr.しIMSl(France). J.J. Guillominol. LThiISJ (Franco)， 

J .B. Chalfen， L凪il.Sl(France)， J. Castaing， CNAM (Franco)， J.M. Loureiro， Porto (Portugal)， P. 
Llcwellyo， CTM (France)， M. Mazzoti， ETHZ (SwIlzerland)， R. Stalldt， Univ. Siegen (Germany) 

Exhibition 

Al the confereoce site， exhibition space will be available for individuals or companies to display 
their lalesl developmenls. cquipment or sorlwares relaled to adsorption. Conlacl us soon for more 
delails. 

Sponsorship 

Compl:lnies are jnvited to pSl'ticipale in FOA6 by offel'ing official sponsoring. The names of the 
sponsors w111 be givon in tho final programme， at the conferenlce and in the Proceedings. Full de-
tails on bow your company could benefit are avajJablo from the Cha汀man.
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関連学会のお知らせ

国際シンポジウム

ZMPC(lnternational Symposium on Zeolites and Microporous Crystals) '97 

主 催

協 賛

日 時

.0. 場コ匡

参加登録費

発表形式

特別講演

ゼオライト学会

日本吸着学会など

8月24円(日)-8月27口(請。

早稲田大学園際会議場(東京都新宿区西早稲田]-6-1) 

一 般 50.000円(懇親会費込み 6月30日まで). 60，000円(7月1FI以降) 学生 12，000円

特別講演 6件、指侍講演 19件、 ←般口頭発表 50件、ポスター発表 166件を予定。

Zeolile Based Catalysis for Chemicals Synthesis M.E.Davis 

New Struclures-New Insight : Progress in Structural Chemisty of Nanoporous Matcrials H.Gites 

A Survey of the Combination of Faclors Which Determine lPhase-SeJect1ve in 

High SiUca Zeolile Synthesis S.1.Zones 

Zeolile Coatings， Their PoLentlaJ Use in Catalysis 

Computer Model1ing as a l'echnique 1n the Science of Microporous Matcrials 

Advances in Liquid-Phase Organic Reaetions Using Heleropolyacid and C1ay 

懇 親 会 8月27円(A<) 18時30分よりリーガロイヤlレホテル早稲田にて

参加申込 ファイナJレサーキュラーはさみζみの桂録用紙にてお申し込み下さい。

サーキュラー請求先

〒113 東京都文京区弥生2-1]一時点京大学工学部総合試験所 ZMPC'97事務局 辰巳 敬

電話 03-3812-2111 内手車7705 FAX 03-5800-6825 

E-mail t.atsumi@catal.t.u-tokyo.ac.jp 

詳細はホームページ http://www.appchem.l.u-tokyo.ac.jp/labs/latsumi/ZMPC.html をご覧下さい。

J.C.Jansen 

R.Catlow 

Y.lzumi 

新入会員紹介

正会貝

97-0005 黒沢優敏(日本ミリポア側)

97-0006 進藤隆世志(秋田大学)

97-0007 高原周一(岡11I理科大学)

度~
FOA6 : Sixth International Conferenoe on Fundamentals of Adsorption 

今号でも御案内しましたが表記FOA6が来年5月241:1-28日のH程でフランスにて開催されます。国内外の吸着に

関連する研究に接するよい機会です。興味のある}jはfirstcircularを事務局までご詰求下さい。

A
U
 



日本吸着学会新役員

堤前会長から鈴木新会長へのバトンタッチに伴い、日本吸着学会役以の・部に変更がありますので御報告いたしま

す。 吸芯学会4ニ対する御立見などありましたら事務局あるいはお近くの役U までiY.~置なくお申し出下さい。

会長鈴木基之 東京大学生産技術研究所

副会長(アイウエオ順)

小沢泉太郎 秋山大学 納岱 慢 見[洋カJレゴン(隙

水内 見 オルガノ(掬

監 事{アイウエオ服)

鈴木 荷 山梨大学 松付 )'j!J:! (的商業安全技術協会

理事(アイウエオmí~) 
安部師夫 大阪J!ii'[工業研究所 』誌 月賞 :費7立て柴(胤長崎研究所

金 f 克長 千JI~大学 白戸 Jを~ 千代m化工建設(附

』武内勝彦 *i芋エンジニアリング1掬 L[J rlJ 栄治 グラレケミカ }~樹

.;t: J(，l -之 明治大学 広瀬 勉 熊本大学

山崎兵i$・ 住友索機工業制 三fm 弘之 ム;阪府立大学

4をJ己博治 11本ペ}V¥叩

評議μ(アイウエオ順)

山本悦治 (同住紙製作所 安述太起夫 日鉄化l:f衡附

荒井蹴彦 九州大学 伊藤睦弘 前士シリシア化網開

糸賀 摘 武111薬品工業関 今Jti.字-f!IS テイカ楠岡山研究所

遠藤 ~~ 宇都宮大学 音羽利郎 関西熱化'''t紛

}l数降敬 大阪ガス怖開発研究所 金光 修 キャタラー工業側

川 弁務人 日本酸~t樹 川口 IE淀 :竜太学

~t~ r\':j I完治 間山姥!科大学 木村 一，ι '~fr}f(~総

m~ 利'長 (開阿部技研 1)、王他ニ =::;~1T(工業側問砂研究所

小松 陀 1同ガステック 阪凶術作 間山入.，下

迫川 T;むを ，uu;c大学生定技術研究所 上中 勲 県m工業(欄

杉山 ~H)と t~ f.大学 都磁器不 ~~広高等工業専門学校

出版 務 ー付化学工業開岐阜工場 高橋手u宏 Elぶ無棚槻結成工場

11 1 rf1 的.iii 三光化学て業(鉛 閉門 蕗 京都大サ

rl'内常夫 ~~を化学{掬 新聞友茂 人阪入学

法水i，t之;t!. 大予i学金属(舟 占谷英ーニ rWfi大学

制Jr ，長一 神戸型鋼所 松田 ~ ミドリ安令、倒

松本賢・ !.lU芋紡綿綿 村越悦旬] (tぬアムコ

'~11I材1介 日山大守・ 山田市生 帝人(~医療官同製造所

山山比路史 l同重松製作所 山本正則 協和化学工業{拘

i品i主 M， 岐阜大学 液辺藤雄 名占島大学

年会費納入のお願い

。，i'lボ仰がおす三J乙にJ，ljきま したら速やかな納付を御願い致します。なお、{f.会viはIF:会此が3T円、維持会員(法人)

が10万川となっておりますねまた、前年度以前の会費滞納があるノJ(よ未納分・も合めて納入 して頂きますよう宜しくお

願い申し上げます
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日本吸着学会・日本イオン交換学会連合年会 講演申込書

[講演申込締切 7月， ，日(金)] 

申込先:干 400
甲府市武田 4-3-11 山梨大学工学部化学生物工学科

日本吸着学会・日本イオン交換学会連合年会係 鈴 木 喬

TEL:0552-20-8558 FAX:0552-20-8772 
コピーして御利用下さい

(1 )題目:

所 属 :

発表者(講演者に0)

(2) 申込者氏名 :

(3) 申込者連絡先 :

TEL: FAX: 

(4) 講演償要 (10 0字程度)

(5) 英字による題目:

氏名 :

所属 :

(6) 発表機式 (0で囲む) 口頭発表 ポスタ一発表

所属学会名:

執筆要項送付先 (住所、 氏名) このまま宛先として使用いたしますので正確にお書き下さい.

T 

盤
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日本吸着学会・日本イオン交換学会連合年会 参加申込書

[予約申込締切 9月 25日(木)] 

申込先 :〒400
甲府市武田 4-3-11 山梨大学工学部化学生物工学科

目本吸着学会 ・日本イオン交換学会連合年会係鈴木 喬

TEL:0552-20-8558 FAX:0552-20-8772 

(1 )所属学協会名 :

(2)氏名 :

(3) 勤務先名称 :

(4)連絡先住所・所属 :

TEし: FAX: 
E-mail: 

(5)懇親会 (0で囲む) 参加 不参加

(6) 送金(予定)額 :

第 9回吸着シンポジウム 参加申込書

[参加申込締切 8月 '8日(月)] 

申込先 :

三菱重工業(株)長崎研究所化学研究室主査泉順

TEL:0958-34-2143 FAX:0958-34-2165 
E-mail: junizumi@ngs2.mhi.co.jp 

(1 )氏名 :

(2)会員番号:

(3)連絡先住所:

TEL: FAX: 

コピーして御利用下さい

円

コピーして御利用下さい

(4)惣親会 (0で囲む) 参加 不参加
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入会申込書 ・変更届 (正会員)

平成 年 月 日 会員番号

フリガナ 男 生年

氏 名
西暦 年

女 月 円

最終学歴 |卒業年次 学{立

名称
勤

|職 名 |部署

務
所在地

先
電話 r-Fa-x 1 

ご自宅住所(必ずしも記入の必要はありません)

T 電話/Fax

その他 ・連絡事項

連 絡 先 勤務先 ・自宅(何れかにOを)

変更の場合は、必ず会員番号と氏名をご明記の上、該当する項目のみをこ守己入ください。

編 集 委 貝

委員長広瀬 勉(熊本大学工学部) 石川 達雄 (大阪教育大学)

委員金子克美(千葉大学理学部) 上中 勲 (栗田工業)

音羽 利郎(閑西熱化学) 回門 聾(京都大学)

} 11井雑人 (日本酸素) 近沢正敏 (東京都立大学)

迫回章義(東京大学) 茅原 ー之 (明治大学)

Adsorption News Vo1.11 No.2 (1拘7) 通巻No.411997年5月31日発行

事務局 〒441愛知県豊橋市天伯町雲雀ケ丘 1-1 
豊構技術科学大学物質工学系内

TEL (0532) 44-6811 FAX (0532) 48一泊33
印刷〒862熊本市渡鹿 5丁目 8番4号

保式会社 かもめ印刷 TEL(ω6) 364-0291 FAX (096) 279-3457 

General Secretarv 
JAPAN SOCIETY ON ADSORPTION (JSAd) 

月

c/o Department of Materials Science Toyohashi University of Technology 
Tempaku-cho， Toyohashl 441， JAPAN 
Tel: +81-532-44-6811 Fax: +81-532-48-5833(c/ 0 Materials Scienω) 
E-mail:jsad@tutms.tut.ac.jp 

Editorial Chairman 
Professor Tsutomu HIROSE 
Faculty oC Engineering， Kumamoto Uni￥ersity 
2-39-1 Kurokami， Kumamoto槌0，Japan 
Tel. 81-96-342-揃 6 Fax. 81-鉛-342-3679
E-mail:hirose@gpo.kumamoto-u.ac.jp 

WWW  oC JSAd : htt.p:/ /www.chem.kumamoto- u.ac.jp/~ jsad/ 
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